
ＳＤＧｓ取り組み紹介！

すこしのアクションで
ミライはおどろくほど

かえられる 足立区は持続可能な開発目標（SDGs）を支援しています。

区内企業・団体編



有限会社菅原製本所・株式会社安心堂

「本のみみ」
「本のみみ」は区内業者である菅原製本所と安心堂が

協力し製作しています。

本を作る時に出る紙の余り部分を残紙(ざんし)と

呼びます。その多くは再生紙として利用されますが、

それでも余ったものは廃棄されます。

「本のみみ」では、サステナブルなものづくり

を目指し、残紙を活用したユニークなノートやメモ帳

を生み出しています。

オリジナルデザインにも対応しているため、

ノベルティのひとつとしてもいかかでしょうか。

NPO法人「SWH」が注文したオリジナルノート



「minca」のバッグ

「minca」
株式会社 和宏

「minca」は、革製品の製造・販売・修理を行う区内

業者である和宏が製作している自社ブランドです。

老舗の皮革製造メーカーである栃木レザーと協力し、

環境に配慮された革を使用することで、生命に感謝し

て、食肉の副産物として無駄なく利用する製品作りを

しています。どの商品も持つ人の手になじみ、経年変

化が楽しめることも魅力の一つです。

使い捨てでない、長く使える製品を選ぶことは、持続

可能な社会への一歩です。



足立ブランド認定企業の有限会社三幸（ミユキ）は、

アクリル製品専門の製造メーカーです。

製造過程で大量に出る端材をリサイクルして生まれたのが、

『タッチレスフックmiyu』です。

この製品は携帯用非接触グッズとして電車やバスのつり革、

ドアの開け閉めなど、接触感染病予防に効果的です。

また、売り上げの一部は医療従事者へ寄付されます。

一つ一つが手作業で、製品の多くはマーブル
模様、色柄も豊富で、全く同じ物は存在しない。



当団体は、発展途上国のラオスで障がい作業所を立ち上げ、障

がい女性や少数民族女性の自立支援を行っています。女性によ

る伝統的な布づくりを中心に、質の高い製品をつくれるようサ

ポートしています。

ラオスと日本の伝統の織りがコラボした製品は評判が良く、北

千住での「青のラオス展」をはじめ、日本全国の百貨店等で展

示・販売をしています。

こうした取り組みが評価され、２０２０年１２月に、外務省主

催「第4回ジャパンSDGsアワード」で外務大臣賞を受賞されま

した。

NPO法人

Support ｆor Woman’s Hapiness

2020ソーシャルプロダクツ賞受賞した
レンテンシリーズ

第4回ジャパンSDGsアワード表彰式



足立ブランド認定企業の株式会社 丸庄（マルショウ）は、

創業1818年の老舗印刷会社です。

SDGsに取り組む企業をサポートするため、 環境に配慮し

た商品・サービスを提供しています。

～ SDGsの達成に貢献する印刷 ～

・印刷、情報用紙における環境配慮紙の使用

→FSC®森林認証制度のCOC認証を取得

・地球にやさしいインキの使用

→ベジタブルインキ、ノンVOCインク

・環境に配慮した刷版（CTP）

→製版工程から現像処理をなくし、環境汚染物質を

一切排出しない

消費者がFSC®マークが付いている製品を選ぶ
ことは、「地球環境を考えない違法伐採による
木材製品は使いません！」の意思表示


